
Ⅰ 地域包括ケアシステム構築を目指した在宅医療・介護連携体制の整備

◆ 病院や有床診療所で入退院調整に携わる関係者や介護支援専門員と協働して「南部医療圏域入退院時情報共有ルール」を策定
した。
◆ 介護予防圏域検討会では、各職種の代表者等による情報共有と方向性の統一ができ自立支援への機運が向上した。
◆ 介護施設と医療機関の看護・介護職の顔の見える関係ができ、医療・介護連携に向けて様式の現場での活用につながっている。

◆ ルールの運用状況（退院調整漏れ率、課題、効果）の把握を行い、定着や改善を図っていく。
◆ 引続き、佐伯市が実施する在宅医療・介護連携体制の整備を支援するとともに、看護職の連携強化及び看護・介護ケアの質
の向上を図り、地域包括ケアシステムの構築を推進する。
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１ 在宅医療・介護連携の推進
〇「南部医療圏域入退院時情報共有ルール」策定

* 入退院時情報共有実態調査の実施
* 佐伯市介護支援専門員連絡協議会における説明・検討（年6回）
* 在宅医療・介護連携ガイド検討ワーキンググループへの参画（年2回）
* 病院等と介護支援専門員の合同会議（年１回）
* 関係機関へのルールの周知

〇地域保健委員会在宅医療対策小委員会での方針検討
* 在宅医療対策小委員会への参画（年3回）

〇在宅医療連携推進のための研修への支援
* 学術研修会（年１回）、専門員研修会（年１回）、市民講演会（年１回）

〇長寿支援ネット懇話会への参画
* 世話人会（年２回）、懇話会（年２回）

２ 効果的な介護予防の推進及び人材育成への支援
* 介護予防圏域検討会の開催（年１回）
* 佐伯市地域ケア会議への参加（年９回）

３ 看護職等の資質向上と連携強化の継続推進
* 佐伯地域看護ネットワーク推進会議（年1０回）
* 介護施設看護職員サポート会議・研修（年2回）
* 医療機関と介護施設間受診連絡票（情報共有様式）

作成と試行



Ⅱ 健康危機管理の拠点としての機能の充実

エボラ出血熱や高病原性鳥インフルエンザ、南海トラフ巨大地震などの健康危機管理事案の発生を想定した各種訓練を実施す
ることにより、関係機関との平時の予防対策を確認することができた。

健康危機管理事案の予防対策や事案発生時の迅速かつ適切な対応による健康被害の拡大防止を図るため、引続き健康危機管理
の拠点としての機能の充実に取組む。
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１ 健康危機管理体制の充実
* 健康危機管理連絡会議の開催（年１回）
* 健康危機情報の提供 感染症情報を毎週提供（ホームページ）

重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の注意喚起（ホームページ、市報及びケーブルテレビ）
感染性胃腸炎及びインフルエンザの注意喚起（Eメール）
難病患者（在宅人口呼吸器装着者）の自然災害発生時の安否確認（２回）

２ 健康危機管理訓練の実施
* 広域災害救急医療情報システム（ＥＭＩＳ）入力訓練（年１回）
* 衛星携帯電話通話訓練（月1回）
* 南海トラフ津波浸水避難訓練（年１回）
* 職員安否確認訓練（年２回）
* 南部地区特定家畜伝染病防疫演習（年１回）

３ 食品による健康被害防止対策の実施
食中毒予防啓発講習 出前講座（年１１回）、食品衛生講習（年６回）

* エボラ出血熱患者搬送及び防護服着脱訓練（年２回）
* 総合防災訓練（図上訓練）（年１回）
* 災害看護研修（年２回）
* 非常用発電機起動訓練（年１回）



Ⅲ 豊かな水環境の創出
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平成２８年度からは、従前の取組内容をさらに発展させ、新たに「おおいたうつくし作戦の推進」に取組む。

水質保全活動に関する取組への支援や、事業場排水及び生活排水に関する指導を通して、佐伯市民の水環境保全に対する意識
の醸成が図られた。

１ 水質保全活動に関する取組の支援
〇流域住民による、川辺の清掃活動や水生生物調査等の取組みの支援

・南部保健所豊かな水環境創出事業実施要綱及び要領を策定（９月）
・環境保全活動への支援を実施（年３回）

〇環境教育アドバイザー制度を活用した環境教育の推進
・環境教育アドバイザーによる学習会を実施（年１回）

２ 事業場排水対策の推進
〇小規模事業場への立入検査計画の策定、監視指導の実施

・立入検査計画を策定し、延べ５２事業場への立入を実施（実施率１０４％）

３ 生活排水対策の推進
〇浄化槽法定検査未受検者への指導の強化

・浄化槽法定検査拒否者に対する文書指導を実施（１４１件、文書指導率１００%）

事業の実施状況


